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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　橋梁の主桁の延びる方向と略直交する方向であって、かつ、前記橋梁の床版の面と略平

行な方向に配置されて、直接または間接に前記主桁に取り付けられた支持材と、

　前記支持材の上に前記橋梁の主桁の延びる方向に取り付けられた複数のレールと、

　作業員を支持可能な足場パネルと、

　を備え、

　前記足場パネルの下面には、前記レールに支持されつつ前記レールに沿って移動可能な

回動部材が備えられていて、前記足場パネルの下面は前記レールの上端および前記支持材

の上端よりも上方に位置しており、さらに前記支持材は前記橋梁の主桁の間を架け渡して

おり、前記足場パネルの部位のうち、橋軸直角方向に離れた複数箇所の部位が前記レール

の鉛直方向上方に位置していることを特徴とする移動式足場。

【請求項２】

　前記足場パネルの部位のうち、少なくとも１箇所の部位が前記支持材の鉛直方向上方に

位置していることを特徴とする請求項１に記載の移動式足場。

【請求項３】

　前記複数のレールは３本以上のレールであることを特徴とする請求項１または２に記載

の移動式足場。

【請求項４】

　前記足場パネルの橋軸方向端部に、伸縮または折り畳みが可能な構造の手摺が設けられ
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て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 移 動 式 足 場 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 レ ー ル は 自 身 の 長 手 方 向 に 延 び る 中 空 部 を 有 し 、 該 中 空 部 の 中 に 前 記 回 動 部 材 は 配

置 さ れ て お り 、 前 記 回 動 部 材 は 前 記 中 空 部 の 中 か ら 逸 脱 で き な い 状 態 で 前 記 中 空 部 の 中 を

移 動 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 移 動 式 足 場 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 支 持 材 お よ び 前 記 レ ー ル は 、 前 記 橋 梁 に 常 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １

～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 移 動 式 足 場 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 足 場 パ ネ ル は ハ ニ カ ム 構 造 の ア ル ミ ニ ウ ム 製 パ ネ ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

１ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 移 動 式 足 場 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 橋 梁 の 橋 軸 直 角 方 向 の 端 部 の 主 桁 の 外 側 に 、 前 記 支 持 材 に よ っ て 下 方 か ら 支 持 さ れ

た 歩 廊 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 移 動 式 足 場 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 足 場 パ ネ ル は 、 人 力 に よ り 前 記 レ ー ル に 沿 っ て 移 動 可 能 な こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

１ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 移 動 式 足 場 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 足 場 パ ネ ル は 、 前 記 足 場 パ ネ ル の 上 の 作 業 員 が ロ ー プ を 手 繰 る こ と に よ っ て 移 動 可

能 な こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 移 動 式 足 場 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 移 動 式 足 場 の 足 場 パ ネ ル に 乗 っ た 作 業 員 が ロ ー プ を 手 繰 る こ と に よ

っ て 、 該 足 場 パ ネ ル を 所 望 の 位 置 に 移 動 さ せ つ つ 、 点 検 補 修 作 業 を 行 う こ と を 特 徴 と す る

移 動 式 足 場 を 用 い た 点 検 補 修 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 移 動 式 足 場 お よ び 該 移 動 式 足 場 を 用 い た 点 検 補 修 方 法 に 関 し 、 詳 細 に は 、 橋

梁 の 点 検 補 修 に 好 適 に 用 い る こ と が で き る 移 動 式 足 場 お よ び 該 移 動 式 足 場 を 用 い た 点 検 補

修 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 橋 梁 を 長 期 間 安 全 に 使 用 し て い く た め に は 、 定 期 的 な 点 検 と 適 切 な 補 修 に 基 づ く 維 持 管

理 が 必 要 不 可 欠 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の た め 、 多 く の 橋 梁 に 点 検 通 路 が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 橋 梁 の 中 に は 、 橋 梁 の 下 面

全 面 に わ た っ て 恒 久 足 場 が 設 け ら れ て い る も の も あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し 、 点 検 通 路 は 設 置 個 所 が 一 部 に 限 ら れ て い る た め 、 た た き 点 検 等 の 触 診 に よ る 点

検 を 行 う 際 の 点 検 範 囲 が 限 定 的 と な り 、 橋 梁 全 体 に わ た っ て 詳 細 な 点 検 を 実 施 す る こ と は

困 難 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 橋 梁 の 下 面 全 面 に わ た っ て 恒 久 足 場 が 設 け ら れ て い る 場 合 は 、 点 検 補 修 時 の 作 業 性 や 外

観 等 の 面 で 優 れ る が 、 全 面 設 置 と な る た め 高 価 で あ る 。 ま た 、 橋 梁 自 体 の 重 量 が 増 加 し て

し ま う た め 、 橋 梁 自 体 の 耐 震 性 等 に 与 え る 影 響 が 大 き く な る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 一 方 、 点 検 通 路 や 恒 久 足 場 と い っ た 恒 久 的 な 足 場 の 他 に 、 仮 設 の 足 場 を 設 置 す る 方 法 も

あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 し か し な が ら 、 橋 梁 の 桁 下 が 街 路 で あ る と こ ろ に 仮 設 足 場 を 設 置 す る 場 合 に は 、 橋 梁 の
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桁 下 の 街 路 に 交 通 規 制 を か け る 必 要 が あ り 、 多 大 な 労 力 が 必 要 に な る と と も に 、 道 路 利 用

者 に 負 担 を か け る こ と に な る 。 ま た 、 交 通 量 の 多 い 市 街 地 で あ る ほ ど 、 橋 梁 の 桁 下 の 街 路

に 交 通 規 制 を か け る 許 可 を 得 る こ と が 難 し く な っ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ６ ４ １ １ ６ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 は 、 か か る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 従 来 の 点 検 通 路 を 用 い た 場 合

よ り も 点 検 範 囲 を 広 く す る こ と が で き 、 か つ 、 従 来 の 恒 久 足 場 よ り も 軽 量 か つ 経 済 的 で あ

り 、 さ ら に 橋 梁 の 桁 下 に 街 路 が あ る 場 合 で あ っ て も 交 通 へ の 影 響 が 少 な い 橋 梁 用 の 移 動 式

足 場 お よ び 該 移 動 式 足 場 を 用 い た 点 検 補 修 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 、 以 下 の 移 動 式 足 場 お よ び 該 移 動 式 足 場 を 用 い た 点 検 補 修 方 法 に よ り 、 前 記 課

題 を 解 決 し た も の で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 即 ち 、 本 発 明 に 係 る 移 動 式 足 場 は 、 橋 梁 の 主 桁 の 延 び る 方 向 と 略 直 交 す る 方 向 で あ っ て

、 か つ 、 前 記 橋 梁 の 床 版 の 面 と 略 平 行 な 方 向 に 配 置 さ れ て 、 直 接 ま た は 間 接 に 前 記 主 桁 に

取 り 付 け ら れ た 支 持 材 と 、 前 記 支 持 材 の 上 に 前 記 橋 梁 の 主 桁 の 延 び る 方 向 に 取 り 付 け ら れ

た 複 数 の レ ー ル と 、 作 業 員 を 支 持 可 能 な 足 場 パ ネ ル と 、 を 備 え 、 前 記 足 場 パ ネ ル の 下 面 に

は 、 前 記 レ ー ル に 支 持 さ れ つ つ 前 記 レ ー ル に 沿 っ て 移 動 可 能 な 回 動 部 材 が 備 え ら れ て い て

、 前 記 足 場 パ ネ ル の 下 面 は 前 記 レ ー ル の 上 端 お よ び 前 記 支 持 材 の 上 端 よ り も 上 方 に 位 置 し

て お り 、 さ ら に 前 記 支 持 材 は 前 記 橋 梁 の 主 桁 の 間 を 架 け 渡 し て お り 、 前 記 足 場 パ ネ ル の 部

位 の う ち 、 橋 軸 直 角 方 向 に 離 れ た 複 数 箇 所 の 部 位 が 前 記 レ ー ル の 鉛 直 方 向 上 方 に 位 置 し て

い る こ と を 特 徴 と す る 移 動 式 足 場 で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ こ で 、 「 直 接 ま た は 間 接 に 前 記 主 桁 に 取 り 付 け ら れ た 支 持 材 」 に は 、 前 記 主 桁 に 直 接

接 す る よ う に 取 り 付 け ら れ た 支 持 材 だ け で な く 、 前 記 主 桁 に 他 の 部 材 を 介 し て 間 接 に 取 り

付 け ら れ た 支 持 材 も 含 む 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 「 前 記 足 場 パ ネ ル の 下 面 に は 、 前 記 レ ー ル に 支 持 さ れ つ つ 前 記 レ ー ル に 沿 っ て 移

動 可 能 な 回 動 部 材 が 備 え ら れ て 」 い る 場 合 に は 、 前 記 足 場 パ ネ ル の 下 面 に 直 接 接 す る よ う

に 回 動 部 材 が 取 り 付 け ら れ て い る 場 合 だ け で な く 、 他 の 部 材 を 介 し て 前 記 足 場 パ ネ ル の 下

面 に 間 接 に 回 動 部 材 が 取 り 付 け ら れ て い る 場 合 も 含 む 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 前 記 足 場 パ ネ ル の 部 位 の う ち 、 少 な く と も １ 箇 所 の 部 位 が 前 記 支 持 材 の 鉛 直 方 向 上 方 に

位 置 し て い る こ と が 好 ま し い 。

　 前 記 複 数 の レ ー ル は ３ 本 以 上 の レ ー ル で あ る こ と が 好 ま し い 。

　 前 記 足 場 パ ネ ル の 橋 軸 方 向 端 部 に 、 伸 縮 ま た は 折 り 畳 み が 可 能 な 構 造 の 手 摺 が 設 け ら れ

て い る こ と が 好 ま し い 。

　 前 記 レ ー ル が 自 身 の 長 手 方 向 に 延 び る 中 空 部 を 有 し 、 該 中 空 部 の 中 に 前 記 回 動 部 材 が 配

置 さ れ て お り 、 前 記 回 動 部 材 が 前 記 中 空 部 の 中 か ら 逸 脱 で き な い 状 態 で 前 記 中 空 部 の 中 を

移 動 す る よ う に 構 成 す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 前 記 支 持 材 お よ び 前 記 レ ー ル は 、 前 記 橋 梁 に 常 設 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 前 記 足 場 パ ネ ル は ハ ニ カ ム 構 造 の ア ル ミ ニ ウ ム 製 パ ネ ル で あ る こ と が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ １ ７ 】

　 前 記 橋 梁 の 橋 軸 直 角 方 向 の 端 部 の 主 桁 の 外 側 に 、 前 記 支 持 材 に よ っ て 下 方 か ら 支 持 さ れ

た 歩 廊 を さ ら に 設 け て も よ い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 前 記 足 場 パ ネ ル は 、 人 力 に よ り 前 記 レ ー ル に 沿 っ て 移 動 可 能 な こ と が 好 ま し く 、 前 記 足

場 パ ネ ル の 上 の 作 業 員 が ロ ー プ を 手 繰 る こ と に よ っ て 移 動 可 能 な こ と が 特 に 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 に 係 る 移 動 式 足 場 を 用 い た 点 検 補 修 方 法 は 、 前 記 移 動 式 足 場 の 足 場 パ ネ ル に 乗 っ

た 作 業 員 が ロ ー プ を 手 繰 る こ と に よ っ て 、 該 足 場 パ ネ ル を 所 望 の 位 置 に 移 動 さ せ つ つ 、 点

検 補 修 作 業 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 移 動 式 足 場 を 用 い た 点 検 補 修 方 法 で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 の 点 検 通 路 を 用 い た 場 合 よ り も 点 検 範 囲 を 広 く す る こ と が で き 、

か つ 、 従 来 の 恒 久 足 場 よ り も 軽 量 か つ 経 済 的 で あ り 、 さ ら に 橋 梁 の 桁 下 が 街 路 で あ る 場 合

で あ っ て も 交 通 へ の 影 響 が 少 な い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ １ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 を 用 い て 作 業 員 が 作 業 を 行 っ て い る 状 況 を 模

式 的 に 示 す 図

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 を 用 い て 作 業 員 が 作 業 を 行 っ て い る 状 況 を 模

式 的 に 示 す 図

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 を 橋 軸 方 向 か ら 見 た 図

【 図 ４ 】 前 記 移 動 式 足 場 の 足 場 パ ネ ル を 橋 軸 方 向 か ら 見 た 図

【 図 ５ 】 前 記 移 動 式 足 場 の レ ー ル を 橋 軸 方 向 か ら 見 た 拡 大 図

【 図 ６ 】 前 記 移 動 式 足 場 の 足 場 パ ネ ル を 橋 軸 直 角 方 向 か ら 見 た 図

【 図 ７ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 の 移 動 機 構 を 上 方 か ら 見 た 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 １ お よ び 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ を 用 い て 作 業 員 が 作 業 を 行

っ て い る 状 況 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０

を 橋 軸 方 向 か ら 見 た 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ は 、 支 持 材 １ ２ と 、 レ ー ル １ ４ と 、 足 場 パ ネ ル １ ６ と

、 キ ャ ス タ ー １ ８ （ 回 動 部 材 ） と 、 を 備 え て な り 、 さ ら に 橋 軸 方 向 の 端 部 に は 手 摺 ２ ０ を

備 え 、 ま た 、 橋 梁 １ の 橋 軸 直 角 方 向 の 端 部 に 位 置 す る 主 桁 ２ の 外 側 に は 歩 廊 ２ ２ が 設 け ら

れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 支 持 材 １ ２ は 溝 形 鋼 で あ り 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 橋 梁 １ の 主 桁 ２ の 延 び る 方 向 と 略 直 交

す る 方 向 で あ っ て 、 か つ 、 橋 梁 １ の 床 版 ３ の 面 と 略 平 行 な 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 配 置 さ れ て

い て 、 橋 梁 １ の 主 桁 ２ の 間 を 架 け 渡 し て お り 、 連 結 部 材 ２ ４ を 介 し て 橋 梁 １ の 主 桁 ２ に 取

り 付 け ら れ て い る 。 連 結 部 材 ２ ４ は 、 形 鋼 と ボ ル ト お よ び ナ ッ ト を 有 し て 構 成 さ れ て い る

。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 支 持 材 １ ２ は 、 レ ー ル １ ４ 、 足 場 パ ネ ル １ ６ お よ び 足 場 パ ネ ル １ ６ の 上 に 乗 る 作 業 員 等

の 重 量 を 支 え る こ と が で き る 形 状 お よ び 材 質 の も の で あ れ ば よ く 、 溝 形 鋼 に 限 定 さ れ な い

。 ま た 、 支 持 材 １ ２ は 形 鋼 で な く て も よ く 、 例 え ば 、 鋼 板 を 溶 接 で 組 み 合 わ せ て な る 部 材

で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 ま た 、 連 結 部 材 ２ ４ は 、 支 持 材 １ ２ 、 レ ー ル １ ４ 、 足 場 パ ネ ル １ ６ お よ び 足 場 パ ネ ル １

６ の 上 に 乗 る 作 業 員 等 の 重 量 を 支 え る こ と が で き る 形 状 お よ び 材 質 の も の で あ れ ば よ く 、

形 鋼 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 鋼 材 を 溶 接 で 組 み 合 わ せ て な る 部 材 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 レ ー ル １ ４ は 支 持 材 １ ２ の 上 に 、 橋 梁 １ の 主 桁 ２ の 延 び る 方 向 に 取 り 付 け ら れ て い る 。

図 ４ （ 足 場 パ ネ ル １ ６ を 橋 軸 方 向 か ら 見 た 図 ） お よ び 図 ５ （ レ ー ル １ ４ を 橋 軸 方 向 か ら 見

た 拡 大 図 ） に 示 す よ う に 、 レ ー ル １ ４ は 四 角 柱 状 の 中 空 の 鋼 材 で あ り 、 自 身 の 長 手 方 向 に

延 び る 中 空 部 １ ４ Ａ を 有 し て お り 、 か つ 、 中 空 部 １ ４ Ａ の 上 部 に は レ ー ル １ ４ の 長 手 方 向

に 延 び る 開 口 部 １ ４ Ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 キ ャ ス タ ー １ ８ は 中 空 部 １ ４ Ａ の 中 を 移 動 す る

よ う に な っ て お り 、 キ ャ ス タ ー １ ８ を 足 場 パ ネ ル １ ６ に 連 結 す る キ ャ ス タ ー 連 結 用 部 材 １

８ Ａ は 開 口 部 １ ４ Ｂ に 沿 っ て 移 動 す る よ う に な っ て い る 。 レ ー ル １ ４ の 中 空 部 １ ４ Ａ の 中

を キ ャ ス タ ー １ ８ が 移 動 す る よ う に な っ て い る の で 、 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ は

、 脱 線 し に く い 構 造 に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 レ ー ル １ ４ が 支 持 材 １ ２ に 連 結 さ れ る 箇 所 に つ い て は 、 連 結 用 鋼 板 １ ５ Ａ が レ ー ル １ ４

に 溶 接 さ れ て い る と と も に 、 補 強 鋼 板 １ ５ Ｂ に よ り レ ー ル １ ４ の 連 結 箇 所 の 補 強 が な さ れ

て い る 。 連 結 用 鋼 板 １ ５ Ａ を ボ ル ト １ ５ Ｃ に よ り 支 持 材 １ ２ に 取 り 付 け る こ と で 、 レ ー ル

１ ４ は 支 持 材 １ ２ に 固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 な お 、 図 ４ お よ び 図 ５ で は 、 レ ー ル １ ４ を 一 体 的 な 部 材 と し て 描 い て い る が 、 複 数 の 部

材 を 組 み 合 わ せ て レ ー ル １ ４ を 構 成 す る よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 ２ つ の 溝 形 鋼 を 平 行

に 、 か つ 、 溝 部 を 向 い 合 せ る よ う に 配 置 し て 、 ２ つ の 溝 形 鋼 の 溝 部 に よ り 中 空 部 １ ４ Ａ を

形 成 し て 、 レ ー ル １ ４ を 構 成 し て も よ い 。 た だ し 、 レ ー ル １ ４ の 形 成 に 用 い る 複 数 の 部 材

は 溶 接 等 に よ り 連 結 さ せ る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ に お い て は 、 図 １ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 レ ー ル

１ ４ は 、 足 場 パ ネ ル １ ６ の 橋 軸 直 角 方 向 の 両 端 部 よ り も や や 内 側 の 位 置 に そ れ ぞ れ 配 置 さ

れ て お り 、 ２ 本 で １ 組 に な る よ う に 配 置 さ れ て い る が 、 ３ 本 以 上 で １ 組 に な る よ う に 配 置

し て 、 よ り 安 全 性 を 高 め る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ に お い て 、 橋 梁 １ に 原 則 と し て 常 設 し て お く こ と が 必

要 な 部 材 は 、 支 持 材 １ ２ 、 レ ー ル １ ４ 、 連 結 用 鋼 板 １ ５ Ａ 、 補 強 鋼 板 １ ５ Ｂ お よ び 連 結 部

材 ２ ４ の み で あ る 。 た だ し 、 支 持 材 １ ２ 、 レ ー ル １ ４ 、 連 結 用 鋼 板 １ ５ Ａ 、 補 強 鋼 板 １ ５

Ｂ お よ び 連 結 部 材 ２ ４ に つ い て も 、 周 辺 環 境 条 件 等 の 点 か ら 常 設 し て お く こ と が 困 難 な 場

合 は 、 常 設 に せ ず に 点 検 補 修 作 業 の 都 度 設 置 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 足 場 パ ネ ル １ ６ は 、 作 業 員 等 が そ の 上 に 乗 っ て 作 業 を 行 う 板 状 の パ ネ ル で あ り 、 そ の 上

に 乗 る 作 業 員 等 の 重 量 を 支 え る こ と が で き る 形 状 お よ び 材 質 で あ る こ と が 必 要 で あ り 、 通

常 の 足 場 板 と 比 べ て 同 等 以 上 の 剛 性 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 足 場 パ ネ ル １ ６ の 幅

は 、 主 桁 ２ の 間 の 幅 と 同 程 度 で あ り 、 既 設 の 点 検 通 路 か ら 届 か な い 場 所 に つ い て も 触 診 に

よ る 全 面 的 な 点 検 や 簡 易 な 補 修 工 事 が で き る よ う な 幅 を 有 し て い る 。 た だ し 、 足 場 パ ネ ル

１ ６ は 必 要 な 位 置 ま で 移 動 さ せ て 使 用 す る の で 、 足 場 パ ネ ル １ ６ の 占 め る 面 積 は 橋 梁 １ の

床 版 ３ の 下 面 の 面 積 に 比 べ て 極 め て 小 さ な 面 積 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 後 述 す る よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ は 極 め て 安 全 性 の 高 い 構 造 と

な っ て い る の で 、 例 え ば 主 桁 ２ の 高 さ が 高 く 、 足 場 パ ネ ル １ ６ に 乗 っ た 作 業 員 の 手 が 床 版

３ の 下 面 に 届 か な い よ う な 場 合 に は 、 踏 み 台 等 を 足 場 パ ネ ル １ ６ に 持 ち 込 み 、 そ の 踏 み 台

等 を 用 い て 作 業 を 行 っ て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 足 場 パ ネ ル １ ６ は 、 作 業 員 が 手 運 搬 で き る よ う 、 １ 枚 当 た り の 重 量 を 軽 量 化 す る よ う に
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設 計 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 点 で 、 足 場 パ ネ ル １ ６ は 、 分 割 構 造 （ 図 ６ お よ び 図 ７ 参 照

） に し て 、 橋 軸 方 向 を 短 辺 、 橋 軸 直 角 方 向 を 長 辺 と す る 長 方 形 と す る こ と が 好 ま し い 。 ま

た 、 足 場 パ ネ ル １ ６ は 軽 量 な 材 質 と す る こ と が 好 ま し く 、 ア ル ミ ニ ウ ム 製 と す る こ と が 好

ま し い 。 特 に ハ ニ カ ム 構 造 の ア ル ミ ニ ウ ム 製 パ ネ ル と す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 足 場 パ ネ ル １ ６ の 下 面 に は 、 レ ー ル １ ４ に 支 持 さ れ つ つ レ ー ル １ ４ に 沿 っ て 移 動 可 能 な

キ ャ ス タ ー １ ８ （ 回 動 部 材 ） が 、 キ ャ ス タ ー 連 結 用 部 材 １ ８ Ａ を 介 し て 取 り 付 け ら れ て い

る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 キ ャ ス タ ー 連 結 用 部 材 １ ８ Ａ は Ｈ 形 に 組 み 立 て ら れ た 鋼 材 で 、 キ

ャ ス タ ー 連 結 用 部 材 １ ８ Ａ の ウ ェ ブ 部 １ ８ Ａ １ が レ ー ル １ ４ の 開 口 部 １ ４ Ｂ を 貫 通 す る よ

う に 配 置 さ れ て お り 、 キ ャ ス タ ー 連 結 用 部 材 １ ８ Ａ の 一 方 の フ ラ ン ジ 部 （ レ ー ル １ ４ の 中

空 部 １ ４ Ａ の 外 に 位 置 す る 上 側 の フ ラ ン ジ 部 １ ８ Ａ ２ ） が 足 場 パ ネ ル １ ６ の 下 面 に 取 り 付

け ら れ 、 他 方 の フ ラ ン ジ 部 （ レ ー ル １ ４ の 中 空 部 １ ４ Ａ の 中 に 位 置 す る 下 側 の フ ラ ン ジ 部

１ ８ Ａ ３ ） に キ ャ ス タ ー １ ８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 レ ー ル １ ４ の 中 空 部 １ ４ Ａ の 中 に 位

置 す る フ ラ ン ジ 部 １ ８ Ａ ３ の 幅 は 開 口 部 １ ４ Ｂ の 幅 よ り も 大 き く な っ て お り 、 フ ラ ン ジ 部

１ ８ Ａ ３ は 開 口 部 １ ４ Ｂ を 通 過 で き な い よ う に な っ て い る 。 こ の た め 、 レ ー ル １ ４ の 中 空

部 １ ４ Ａ の 中 に 配 置 さ れ て い る キ ャ ス タ ー １ ８ は 、 中 空 部 １ ４ Ａ の 中 か ら 逸 脱 で き ず 、 図

４ 、 図 ５ お よ び 図 ６ （ 足 場 パ ネ ル １ ６ を 橋 軸 直 角 方 向 か ら 見 た 図 ） に 示 す よ う に 、 レ ー ル

１ ４ の 延 び る 方 向 か ら 逸 脱 し な い で 移 動 で き る よ う に な っ て い る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態

に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ は 極 め て 脱 線 し に く い 構 造 に な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま た 、 図 １ ～ 図 ６ に 示 す よ う に 、 足 場 パ ネ ル １ ６ の 下 面 は レ ー ル １ ４ の 上 端 よ り も 上 方

に 位 置 し て い る 。 こ の た め 、 万 一 レ ー ル １ ４ か ら キ ャ ス タ ー １ ８ （ 回 動 部 材 ） が 脱 線 す る

よ う な こ と が あ っ て も 、 足 場 パ ネ ル １ ６ の 下 面 が レ ー ル １ ４ 上 に 載 置 さ れ る こ と に な る た

め 、 足 場 パ ネ ル １ ６ が 下 方 に 落 下 す る こ と は ほ と ん ど 考 え ら れ ず 、 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動

式 足 場 １ ０ は 、 極 め て 安 全 性 の 高 い 構 造 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま た 、 図 １ ～ 図 ６ に 示 す よ う に 、 レ ー ル １ ４ の 下 方 に は レ ー ル １ ４ と 直 交 す る 支 持 材 １

２ が さ ら に 所 定 の 間 隔 で 配 置 さ れ て お り 、 足 場 パ ネ ル １ ６ の 下 面 は 支 持 材 １ ２ の 上 端 よ り

も 上 方 に 位 置 し て い る 。 ま た 、 支 持 材 １ ２ は 橋 梁 １ の 主 桁 ２ の 延 び る 方 向 と 略 直 交 す る 方

向 に 延 び て い て 橋 梁 １ の 主 桁 ２ の 間 を 架 け 渡 し て い る 。 こ の た め 、 万 一 レ ー ル １ ４ か ら キ

ャ ス タ ー １ ８ （ 回 動 部 材 ） が 脱 線 す る よ う な こ と が あ っ て も 、 レ ー ル １ ４ だ け で な く 支 持

材 １ ２ も 足 場 パ ネ ル １ ６ を 下 か ら 支 え て 足 場 パ ネ ル １ ６ の 落 下 を 防 ぐ 働 き を す る 。 こ の 点

か ら も 、 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ は 、 極 め て 安 全 性 の 高 い 構 造 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 足 場 パ ネ ル １ ６ の 橋 軸 方 向 端 部 に は 手 摺 ２ ０ が 備 え ら れ て お り 、 作 業 員 の 作 業 時

の 安 全 性 を 向 上 さ せ て い る 。 な お 、 足 場 パ ネ ル １ ６ が レ ー ル １ ４ に 沿 っ て 移 動 す る 途 中 に

橋 梁 １ の 添 加 物 等 の 障 害 物 に 遭 遇 す る 可 能 性 が あ る た め 、 こ れ ら の 障 害 物 を 回 避 可 能 と す

る べ く 、 手 摺 ２ ０ は 伸 縮 お よ び 折 り 畳 み が 可 能 な 構 造 と す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 橋 梁 １ に 常 設 す る 部 材 の 重 量 を 軽 減 す る 観 点 お よ び 使 用 材 料 を 節 約 す る 観 点 か ら 、 足 場

パ ネ ル １ ６ は 、 点 検 補 修 時 に の み レ ー ル １ ４ に 取 り 付 け て 使 用 す る こ と を 本 実 施 形 態 に 係

る 移 動 式 足 場 １ ０ で は 原 則 と す る が 、 周 辺 環 境 条 件 等 の 点 か ら 足 場 パ ネ ル １ ６ の 再 設 置 に

困 難 を 伴 う 場 合 に は 、 レ ー ル １ ４ に 常 時 取 り 付 け て お い て も よ い 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 歩 廊 ２ ２ は 、 橋 梁 １ の 橋 軸 直 角 方 向 の 端 部 に 位 置 す る 主 桁 ２ の 外 側 に 設 け ら れ て お り 、

支 持 材 １ ２ に よ っ て 下 方 か ら 支 持 さ れ て お り 、 橋 梁 １ の 橋 軸 直 角 方 向 の 端 部 に 位 置 す る 主

桁 ２ よ り も 外 側 の 橋 梁 １ の 部 位 を 点 検 補 修 す る 際 に 用 い る こ と が で き る 。 た だ し 、 本 実 施

形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ に お い て 、 歩 廊 ２ ２ は 、 橋 梁 １ に 原 則 と し て 常 設 し て お く こ と

が 必 要 な 部 材 で は な い 。 橋 梁 １ に 常 設 す る 必 要 性 が 高 く な い 場 合 、 歩 廊 ２ ２ は 設 置 し な く

て も よ い 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】

　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ の 移 動 機 構 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ は 本 実 施 形

態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ の 移 動 機 構 ５ ０ を 上 方 か ら 見 た 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 移 動 機 構 ５ ０ は 、 ア イ ボ ル ト ５ ２ 、 ６ ２ と 、 シ ャ ッ ク ル ５ ４ 、 ６ ４ と 、 滑 車 ５ ６ 、 ６ ６

と 、 シ ー ト ス ト ッ パ ５ ８ と 、 ロ ー プ ６ ０ と を 有 し て な る 。 移 動 式 足 場 １ ０ の 足 場 パ ネ ル １

６ の 上 に 乗 っ て い る 作 業 員 は 、 移 動 機 構 ５ ０ を 用 い て 、 手 動 に よ り 足 場 パ ネ ル １ ６ を レ ー

ル １ ４ に 沿 っ て 橋 梁 １ の 橋 軸 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 ７ に 示 す よ う に 、 足 場 パ ネ ル １ ６ の 橋 軸 方 向 の 両 端 部 に ア イ ボ ル ト ５ ２ が 取 り 付 け ら

れ て お り 、 こ の ア イ ボ ル ト ５ ２ に シ ャ ッ ク ル ５ ４ が 取 り 付 け ら れ 、 さ ら に こ の シ ャ ッ ク ル

５ ４ に 滑 車 ５ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 足 場 パ ネ ル １ ６ の 橋 軸 方 向 の 両 端 部 に お け

る こ の 取 り 付 け 位 置 と 対 向 す る 、 橋 梁 １ の ２ つ の 横 桁 ４ の 箇 所 に も 、 同 様 に 、 ア イ ボ ル ト

６ ２ 、 シ ャ ッ ク ル ６ ４ 、 滑 車 ６ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 そ し て 、 ２ つ の 横 桁 ４ に そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ た ２ つ の 滑 車 ６ ６ の 本 体 部 に ロ ー プ ６ ０

の 両 端 部 を そ れ ぞ れ 取 り 付 け る と と も に 、 足 場 パ ネ ル １ ６ に 取 り 付 け ら れ た 滑 車 ５ ６ の 滑

車 部 に ロ ー プ ６ ０ を 回 動 自 在 に 取 り 付 け 、 さ ら に 、 横 桁 ４ に 取 り 付 け ら れ た 滑 車 ６ ６ の 滑

車 部 に ロ ー プ ６ ０ を 回 動 自 在 に 取 り 付 け 、 足 場 パ ネ ル １ ６ の 上 面 に 固 定 さ れ た シ ー ト ス ト

ッ パ ５ ８ に ロ ー プ ６ ０ の 中 途 を 固 定 す る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 ２ つ の シ ー ト ス ト ッ パ ５ ８

の 間 の ロ ー プ ６ ０ は 、 た る ん だ 状 態 で 足 場 パ ネ ル １ ６ の 上 に 載 置 さ れ る こ と に な る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 移 動 式 足 場 １ ０ の 足 場 パ ネ ル １ ６ の 上 に 乗 っ て い る 作 業 員 は 、 ロ ー プ ６ ０ を 手 繰 る こ と

に よ っ て 作 業 の 進 捗 に 合 わ せ て 所 望 の 位 置 ま で 足 場 パ ネ ル １ ６ を 移 動 さ せ る こ と が で き る

。 所 望 の 位 置 に 移 動 終 了 後 に シ ー ト ス ト ッ パ ５ ８ に よ り ロ ー プ ６ ０ を 固 定 す る こ と に よ り

、 足 場 パ ネ ル １ ６ の 位 置 を 固 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 こ の よ う に 、 移 動 機 構 ５ ０ は ロ ー プ を 用 い た 簡 単 な 構 成 で あ り な が ら 、 足 場 パ ネ ル １ ６

の 上 に 乗 っ て い る 作 業 員 の 人 力 の み で 足 場 パ ネ ル １ ６ を 移 動 さ せ る こ と が で き 、 経 済 性 お

よ び 点 検 補 修 時 の 作 業 性 に 優 れ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ロ ー プ を 用 い た 移 動 機 構 ５ ０ に よ り 、 足 場 パ ネ ル １ ６ の

上 に 乗 っ て い る 作 業 員 の 人 力 の み で 足 場 パ ネ ル １ ６ を 移 動 さ せ る よ う に し た が 、 足 場 パ ネ

ル １ ６ を 移 動 さ せ る 機 構 は こ の 機 構 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 足 場 パ ネ ル １ ６ に 乗 っ て い

な い 作 業 員 に よ る 人 力 で 足 場 パ ネ ル １ ６ を 移 動 さ せ る よ う な 機 構 と し て も よ い し 、 ウ ィ ン

チ に よ り 足 場 パ ネ ル １ ６ を 移 動 さ せ る よ う な 機 構 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ま た 、 例 え ば 、 キ ャ ス タ ー １ ８ （ 回 動 部 材 ） を 歯 車 と し 、 レ ー ル １ ４ を 前 記 歯 車 の 歯 に

合 わ せ て 歯 切 り さ れ た ラ ッ ク に す る と と も に （ ラ ッ ク ・ ア ン ド ・ ピ ニ オ ン の 構 造 ） 、 前 記

歯 車 を 電 動 で 回 動 さ せ る こ と が で き る よ う に し て 、 足 場 パ ネ ル １ ６ を 電 動 で 移 動 可 能 な よ

う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 た だ し 、 経 済 性 お よ び 点 検 補 修 時 の 作 業 性 の 両 面 か ら 総 合 的 に 考 え て み て 、 足 場 パ ネ ル

１ ６ の 上 に 乗 っ て い る 作 業 員 の 人 力 の み で 足 場 パ ネ ル １ ６ を 移 動 さ せ る こ と が で き る 移 動

機 構 ５ ０ が 最 も 優 れ る と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ は 、 支 持 材 １ ２ と 、 レ ー

ル １ ４ と 、 足 場 パ ネ ル １ ６ と 、 キ ャ ス タ ー １ ８ （ 回 動 部 材 ） と 、 を 備 え て な る 構 造 で あ る

。 そ し て 、 足 場 パ ネ ル １ ６ の 幅 は 、 主 桁 ２ の 間 の 幅 と 同 程 度 で あ り 、 既 設 の 点 検 通 路 か ら

届 か な い 場 所 に つ い て も 触 診 に よ る 全 面 的 な 点 検 や 簡 易 な 補 修 工 事 が で き る よ う な 幅 を 有
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し て い る 一 方 、 足 場 パ ネ ル １ ６ は 必 要 な 位 置 ま で 移 動 さ せ て 使 用 す る の で 、 足 場 パ ネ ル １

６ の 占 め る 面 積 は 橋 梁 １ の 床 版 ３ の 下 面 の 面 積 に 比 べ て 極 め て 小 さ な 面 積 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 こ の た め 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ を 用 い た 場 合 、 従 来 の 点 検 通 路 を 用

い た 場 合 よ り も 点 検 範 囲 を 広 く す る こ と が で き る 一 方 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足

場 １ ０ は 、 従 来 の 全 面 恒 久 足 場 よ り も 軽 量 か つ 経 済 的 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ に お い て 、 橋 梁 １ に 原 則 と し て 常 設 で 添

架 し て お く 必 要 の あ る 部 材 は 支 持 材 １ ２ 、 レ ー ル １ ４ 、 連 結 用 鋼 板 １ ５ Ａ 、 補 強 鋼 板 １ ５

Ｂ お よ び 連 結 部 材 ２ ４ の み で あ り 、 支 持 材 １ ２ を 主 桁 ２ に 取 り 付 け る 連 結 部 材 ２ ４ は 主 桁

２ に 開 け ら れ た 取 合 い 孔 を 使 用 し て ボ ル ト に て 接 合 す れ ば よ い の で 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に

係 る 移 動 式 足 場 １ ０ は 、 供 用 中 の 既 設 の 橋 梁 １ に 対 し て も 容 易 に 設 置 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 ま た 、 従 来 の 全 面 恒 久 足 場 と 比 較 し て 常 設 で 添 架 さ れ る 部 材 数 が 少 な く 軽 量 と な る こ と

か ら 、 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ は 橋 梁 本 体 の 耐 荷 条 件 が 厳 し く 全 面 恒 久 足 場 の 設

置 が 難 し い 場 合 に 対 し て も 有 効 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ま た 、 周 辺 状 況 に よ り 景 観 に 配 慮 す る 必 要 が 少 な い 場 合 で あ っ て 、 か つ 、 高 架 下 及 び 高

架 道 路 上 か ら の ア ク セ ス が 困 難 な 箇 所 に 対 し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ は 好 適

に 適 用 可 能 で あ る 。 具 体 的 に は 、 橋 梁 点 検 車 の 利 用 が 難 し い 歩 道 設 置 橋 梁 等 に 本 実 施 形 態

に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ は 好 適 に 適 用 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ま た 、 点 検 補 修 を 行 う 際 に 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ を 用 い れ ば 、 橋 梁 １ の 桁 下

が 街 路 で あ る 場 合 で あ っ て も 交 通 へ の 影 響 が 少 な い 。 こ の た め 、 桁 下 が 街 路 で あ る 橋 梁 に

対 し て も 、 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ は 好 適 に 適 用 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ に お い て 、 足 場 パ ネ ル １ ６ の 下 面 は レ ー ル １ ４

の 上 端 よ り も 上 方 に 位 置 し て い る 。 こ の た め 、 万 一 レ ー ル １ ４ か ら キ ャ ス タ ー １ ８ （ 回 動

部 材 ） が 脱 線 す る よ う な こ と が あ っ て も 、 足 場 パ ネ ル １ ６ の 下 面 が レ ー ル １ ４ 上 に 載 置 さ

れ る こ と に な る た め 、 足 場 パ ネ ル １ ６ が 下 方 に 落 下 す る こ と は ほ と ん ど 考 え ら れ ず 、 本 実

施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ は 、 極 め て 安 全 性 の 高 い 構 造 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ に お い て 、 レ ー ル １ ４ の 下 方 に は レ ー ル １ ４ と

直 交 す る 支 持 材 １ ２ が さ ら に 所 定 の 間 隔 で 配 置 さ れ て お り 、 足 場 パ ネ ル １ ６ の 下 面 は 支 持

材 １ ２ の 上 端 よ り も 上 方 に 位 置 し て い る 。 ま た 、 支 持 材 １ ２ は 橋 梁 １ の 主 桁 ２ の 延 び る 方

向 と 略 直 交 す る 方 向 に 延 び て い て 橋 梁 １ の 主 桁 ２ の 間 を 架 け 渡 し て い る 。 こ の た め 、 万 一

レ ー ル １ ４ か ら キ ャ ス タ ー １ ８ （ 回 動 部 材 ） が 脱 線 す る よ う な こ と が あ っ て も 、 レ ー ル １

４ だ け で な く 支 持 材 １ ２ も 足 場 パ ネ ル １ ６ を 下 か ら 支 え て 足 場 パ ネ ル １ ６ の 落 下 を 防 ぐ 働

き を す る 。 こ の 点 か ら も 、 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ は 、 極 め て 安 全 性 の 高 い 構 造

と な っ て い る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ に お い て 、 レ ー ル １ ４ は 四 角 柱 状 の 中 空 の 鋼 材

で あ り 、 自 身 の 長 手 方 向 に 延 び る 中 空 部 １ ４ Ａ を 有 し て お り 、 か つ 、 中 空 部 １ ４ Ａ の 上 部

に は レ ー ル １ ４ の 長 手 方 向 に 延 び る 開 口 部 １ ４ Ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 キ ャ ス タ ー

１ ８ は 中 空 部 １ ４ Ａ の 中 を 移 動 す る よ う に な っ て お り 、 キ ャ ス タ ー 連 結 用 部 材 １ ８ Ａ は 開

口 部 １ ４ Ｂ に 沿 っ て 移 動 す る よ う に な っ て い る 。 キ ャ ス タ ー 連 結 用 部 材 １ ８ Ａ の フ ラ ン ジ

部 １ ８ Ａ ３ （ レ ー ル １ ４ の 中 空 部 １ ４ Ａ の 中 に 位 置 す る 下 側 の フ ラ ン ジ 部 ） の 幅 は 、 開 口

部 １ ４ Ｂ の 幅 よ り も 大 き く な っ て お り 、 フ ラ ン ジ 部 １ ８ Ａ ３ は 開 口 部 １ ４ Ｂ を 通 過 で き な

い よ う に な っ て い る 。 こ の た め 、 キ ャ ス タ ー １ ８ は 中 空 部 １ ４ Ａ の 中 か ら 逸 脱 で き ず 、 本

実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ は 極 め て 脱 線 し に く い 構 造 に な っ て い る 。 こ の 点 か ら も 、
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本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 式 足 場 １ ０ は 、 極 め て 安 全 性 の 高 い 構 造 と な っ て い る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 １ … 橋 梁

　 ２ … 主 桁

　 ３ … 床 版

　 ４ … 横 桁

　 １ ０ … 移 動 式 足 場

　 １ ２ … 支 持 材

　 １ ４ … レ ー ル

　 １ ４ Ａ … 中 空 部

　 １ ４ Ｂ … 開 口 部

　 １ ５ Ａ … 連 結 用 鋼 板

　 １ ５ Ｂ … 補 強 鋼 板

　 １ ５ Ｃ … ボ ル ト

　 １ ６ … 足 場 パ ネ ル

　 １ ８ … キ ャ ス タ ー （ 回 動 部 材 ）

　 １ ８ Ａ … キ ャ ス タ ー 連 結 用 部 材

　 ２ ０ … 手 摺

　 ２ ２ … 歩 廊

　 ２ ４ … 連 結 部 材

　 ５ ０ … 移 動 機 構

　 ５ ２ 、 ６ ２ … ア イ ボ ル ト

　 ５ ４ 、 ６ ４ … シ ャ ッ ク ル

　 ５ ６ 、 ６ ６ … 滑 車

　 ５ ８ … シ ー ト ス ト ッ パ

　 ６ ０ … ロ ー プ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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